





































1） 「供給網分散 企業に補助金」日本経済新聞 2020年 10月 15日朝刊
2） 浦田（2020）
3） 「世界経済進む優勝劣敗」日本経済新聞 2020年 10月 14日朝刊
4） OECD Data
このことも数量的に確かめたい。なお、本稿で取
り扱うデータは 2020年 11月 15日現在の値である。







CLI Composite Leading Indicator 景気先行指数
BCI Business Confidence Index 企業景況感指数























2005年 1月から 2020年 9月までとする。







年 12月、米国、日本は 2020年 1月あたりであろ
うか 5）。
（図 1）景気先行指数 CLI の推移




いて、中国の場合 CLIの値が 2009年 1月に最低
水準であったので、2008年 9月から 2009年 1月
にかけて CLIは 0.633減少した。日本は 2009年 3
月が最低水準であるのでその結果 2.786ダウンし、
米国も 2009年 3月に最低水準でその結果 3.381ダ
ウンした。一方、新型コロナショックのほうであ
るが、中国は 2019年 12月にショックが始まり、













（図 2）企業景況感指数 BCI の推移















（図 3）消費者態度指数 CCI の推移



















う。検定は augmented Dickey-Fuller Test（ADF検定）
を使い、その結果は次の通りであった。
6） Eviews7.2を使う。インパルス反応分析もこれを使って計算した。








X → Y：X国は Y国に先行している












CLI 2か月ラグ 4か月ラグ 6か月ラグ
中国 → 米国 中国 → 日本
米国 → 日本
BCI 2か月ラグ
中国 ⇔ 米国 中国 → 日本
米国 → 日本
BCI 4か月ラグ 6か月ラグ
中国 ⇔ 米国 中国 ⇔ 日本
米国 → 日本
CCI 2か月ラグ









CLI 中国 → 米国 → 日本
BCI 中国 ⇔ 米国 米国 → 日本
CCI 中国 ⇔/ 日本 中国 ⇔/ 米国
景気先行指数 CLIからは中国→米国→日本と
いう明白な連動関係が得られた。根岸（2018）は
2008年 1月から 2016年 8月までの CLIデータを
使って同様の計測を行っているが、そこでも中
国→米国→日本の連動性が得られている。また根




















［2］ 2005年 3月・5月・7月から 2020年 9月まで
Granger Testは次の通りである。
CLI 2か月ラグ
中国 → 米国 中国 → 日本
米国 ⇔ 日本
CLI 4か月ラグ 6か月ラグ
中国 ⇔ 米国 中国 → 日本
米国 ⇔ 日本
BCI 2か月ラグ
中国 ⇔ 米国 中国 → 日本
米国 → 日本
BCI 4か月ラグ 6か月ラグ
中国 ⇔ 米国 中国 ⇔ 日本
米国 → 日本
CCI 2か月ラグ
中国 ⇔/ 日本 米国 → 中国
日本 → 米国
CCI 4か月ラグ 6か月ラグ
中国 ⇔/ 日本 米国 ⇔/ 中国
日本 ⇔ 米国
したがって、まとめると以下の通りである。
CLI 中国 → 日本 米国 ⇔ 日本
BCI 中国 ⇔ 米国 米国 → 日本





































Granger Testは 2国間 VARモデルであった。以下
の結果は 3国 VARモデルのラグを 4と想定した
ものであり、期間は Granger Testと同じく 2019年
12月までと 2020年 9月までである。
［1］2005年 5月～ 2019年 12月
産研論集（関西学院大学）48号 2021.3
－ 6 －
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